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津ライスニュース 

令和元年産水稲 作柄報告(速報版)  

令和元年１１月１１日 

 津地域農業改良普及センター 

 電話：059-223-5103 

 
 

 
 
気象経過 
＜気温＞ 

４月上下旬、５月中旬と最低気温が低い日があり冷え込みましたが、６月中旬以降
気温は高く推移しました。しかし、７月に入り天気のすぐれない日が続いたため気温
は低く推移しました。７月下旬以降、気温は高く推移しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜降水量＞ 

６月までは平年より降水量は少ない状況でしたが、７月に入り降水量は多くなり、梅
雨明けも遅くなりました。８月上旬は降雨がなく、その後、平年並みの降雨はありまし
たが、９月中旬以降、降水量が少ない状況でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和元年産水稲の作柄 

作況指数９５（三重県及び中勢）の「やや不良」 
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＜日照時間＞ 

５月までは４月下旬を除き晴れた日が多く推移していましたが、６月に入り曇りの日
が多くなりました。その後、一時天気は回復しましたが、７月に入り天気のすぐれない
日が続いたため、日照時間は少なくなりました。梅雨明け後の８月上旬、９月上中旬
は平年を上回りました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
生育経過 
 
＜早期栽培の概要＞ 

本年は、育苗期間中の寒暖差が大きく、一部でヤケ等の症状や生育ムラが散見さ
れました。３月～４月上旬にかけて降水量が少なく、代掻き時の用水が心配されまし
たが、４月１０日、３０日にまとまった雨が降り、田植え作業は順調に実施されました。 

津管内の田植え作業は、早いところで４月１０日頃から始まり、概ね４月下旬から５
月上旬にかけてピークを迎え、田植作業は順調に行われました。 

低温や強風により葉先にダメージを受けているほ場が確認されましたが、気温の上
昇に伴い、回復は早く、初期生育は概ね順調でした。 

７月の曇天や降雨の影響等によって生育は若干遅めに推移し、農業研究所（嬉
野）作況田でのコシヒカリの生育状況は、出穂期は７月１８日（平年の出穂期は７月１５
日）となりました。 

７月２４日（平年比３日遅い）の梅雨明け後、晴天が続き、降雨は少なく推移しまし
た。そのため、出穂期以降、最高気温、最低気温が平年より高く、日射量が多くなり、
生育は回復し、作況試験田において、稈長、穂長は平年並みになりました。 
 
 
＜生育基準田等の調査結果＞ 

農業研究所の作況試験田データで前年と比較すると、穂数はやや多くなりました。
また、登熟期間は３３日（平年３４日）と平年並みでした。 
 
 
 
 
 
 

○水稲生育基準田の調査結果
稈長 穂長 穂数
（cm） （cm） （本/㎡） （本/株）

殿村 4月18日 91.5 18.1 411.1 27.7 7月20日

安濃 4月25日 87.9 18.3 302.8 19.6 7月23日
白山 5月1日 95.6 17.9 349.8 21.6 7月29日

品種 調査地点 移植日 出穂期

コシヒカリ






